
    

    発行責任者 

            原田 尚之         

長崎県立五島高等学校                         第３号 平成２７年 ８ 月２５日 発行 

№１ 

【校長室より】 

『『『『２２２２学期始動学期始動学期始動学期始動』』』』 

                                   校長  原田 尚之 

 

 来年１０月２５日から、「長崎でひらけ長寿の夢・みらい」を合い言葉に「ねんりんピック長崎２

０１６」が県下１５の市町で開催されます。五島市でも先日設立総会が開かれ、準備体制がスタ－ト

しました。五島市では剣道、俳句、百人一首かるた、フィッシングの大会が実施予定です。昨年地元

で開催された長崎がんばらんば国体剣道競技で

長崎県が完全優勝を果たしたこともまだ記憶に

新しいところですが、五島が一丸となって全国か

らの選手や応援の方々を温かくおもてなすこと

ができればと思います。また、美しい自然と情緒

豊かな歴史や文化、さらには人情味溢れる五島市

を全国に発信できるよい機会になればと願いま

す。日本はまさに高齢化社会。高齢者率を見ても

全国平均が約２５％であるのに対して、五島市は

約３６％。３人に１人が高齢者ということになり

ます。ねんりんピックの開催を機に、老いも若き

も仲良く、共生できる社会作りができればと思い

ます。  

  さて、夏もあっという間に過ぎようとしていま

す。授業も再開され、いよいよ２学期が始動します。うだるような熱さの中、額に汗して頑張った五

高生の努力が芽を出し、結実することを切に願います。特に３年生はお盆休みも返上して、夢実現に

向けてひたむきに努力を重ねています。生徒の感想には、「がんばるというのは当たり前で、自分は

それ以上のことをしなければならないのだと改めて実感した。これからは無理して頑張らなければ、

今の自分を越えるのは難しいと思う。」や「部活でも学習でもきれいごとをたくさん言ってきた。こ

れから臨む受験は、今後の人生を大きく決める。有言実行する強い意志を持って１日１日を過ごして

いきたい。」等の強い意気込みや覚悟が感じられるものが多くあります。これからも彼らに待ち受け

ているであろう数多くの試練や苦難を乗り越えて、来年の春には必ずや自分の目指す道を歩んでくれ

るものと確信しています。 

  まだまだ残暑厳しい日が続くと思いますが、生徒は勉強に部活動、そして行事に一所懸命頑張ること

と思います。９月６日（日）には体育祭。そして９月１２・１３日（日）（一般公開は１３日のみ）

には五高祭が実施されます。体育祭のテ－マは華羅奮流（カラフル）。１人１人の個性を活かしてと

いうサブテ－マを合い言葉に団別の熱い戦いが繰り広げられることでしょう。五高祭のテ－マは「３

６０°」。自分自身を３６０°という角度から見て、自己の可能性を発見し、希望を持って光り輝く

未来に向かって生きて欲しいという実行委員の想いが込められています。若者らしい創意工夫とはじ

けんばかりのエネルギ－が両行事に注ぎ込まれます。是非、五高に足を運んでください。そして生徒

の頑張りを見守っていただければと思います。 

 五高生は２学期も更なる成長を目指して頑張ります。今後とも地域や保護者の皆様からの温かい

ご支援を改めてお願いいたします。 



№２ 

    オープンスクールオープンスクールオープンスクールオープンスクール    ７/２２７/２２７/２２７/２２（（（（水水水水））））    

 

 ７月２２日（水）に本校でオープンスクールを開催しました。約250名の中学生・保護者の方、そして先生

方に島内・外から参加していただきました。ビデオによる学校紹介、学校説明の後、衛生看護科は、科の説

明、体験実習・施設見学，普通科は進路指導部からの進路についての話、そして体験授業を行いました。その

後、生徒による部活動紹介、そして吹奏楽部に演奏をしてもらいました。「生徒が作り上げるオープンスクー

ル」を目指して、学校説明は本校生徒会役員が行い、生徒自身が後輩達に伝えたいことを中心に内容を考えま

した。また今年も高校１年生からボランティアを募り、 

受付、誘導等をしてもらいました。同じ中学校出身の高校

生との座談会である「先輩と語ろう」では、和やかな雰囲

気の中、中学生のみなさんのたくさんの疑問・質問に高校

生が一生懸命に答えていました。本校生徒にとっても、 

貴重な経験になったと思います。参加いただいた中学生の

みなさん、保護者のみなさん、本当にありがとうございま

した。本校のオープンスクールはいかがだったでしょう

か？きっと五島高校の良さが伝わったと思います。中学生

のみなさんの入学を心よりお待ちしております。 

 二二二二つのつのつのつの全国大会全国大会全国大会全国大会をををを終終終終えてえてえてえて    （（（（百人一首百人一首百人一首百人一首かるたかるたかるたかるた部部部部）））） 

 

 私たち百人一首かるた部は、二つの全国大会に出場してきました。最初に出場した「全国高等学校小倉百人一

首かるた選手権大会」では１回戦、２回戦と勝ち上がり、３回戦で強豪校である浜松北高校に当たり、負けまし

た。めったに戦えないような強豪校と戦う経験ができ、よかったと思います。次に出場した「全国高等学校総合

文化祭 滋賀総大会」では、リーグ予選で負けてしまいました。しかし、交流会などで他県の高校生と話す機会

があり、自分だけでは学べないことが学べ、良い経験となりました。試合では、一人一人が全力を出し切ること

ができ、新しい目標もそれぞれが見つけることができました。これからの練習で目標を達成できるように、部員

全員で協力し合い、周りの人々への感謝を忘れずに頑張っていきたいです。 

２年１組 中村涼帆  

  

 この夏、二つの全国大会に行って参りました。結果は下記の通りです。 

 

 全国高等学校小倉百人一首かるた選手権大会（７月１９・２０日） 

 団体戦  １回戦  五島 ４－１ 秋田北鷹（秋田） 

      ２回戦  五島 ４－１ 仙台白百合（宮城） 

      ３回戦  五島 ０－５ 浜松北（静岡） 

 個人戦（入賞者のみ） 

      ３－２ 道下このみ Ｃ４級 準優勝  

      ２－５ 野原 万莉 Ｃ１級 ３位 

 

 全国高等学校総合文化祭 滋賀大会 （五高生８名で長崎県代表チームを結成） 

  予選リーグ 第１試合 長崎 ２－３ 大阪 

        第２試合   長崎 １－４ 富山 

        第３試合 長崎 ０－５ 福井 

 

 生徒たちは、格上相手にもひるむことなく最後の１枚まで諦めずに試合に臨んでいました。この２大会で学ん

だことを秋の九州大会に繋げられるように、精進して参ります。 



№３ 

    吹奏楽吹奏楽吹奏楽吹奏楽コンクールコンクールコンクールコンクール    ７７７７月月月月３１３１３１３１日日日日    

 

 ７月３１日（金）、長崎県吹奏楽コンクールに参加してきました。今年は総勢４１名で、課題曲Ⅱ『春の道

を歩こう』と自由曲『バレエ音楽 青銅の騎士』を演奏しました。学校での壮行式、福江文化会館でのお披露

目演奏会を経て、本番では五島高校らしいサウンドを会場に響かせることができました。しかし、結果は目標

としていた金賞には届かず銀賞に終わりました。金賞を獲ることの難しさを改めて感じたとともに、さらなる

レベルアップの必要性を感じました。ここまでひっぱってくれた３年生は引退となりますが、部活動で得た経

験は人生の宝物になったはずです。残った１・２年生で新体制がスタートしました。来年のコンクールに向け

た日頃の努力を惜しまず、音楽を楽しんでいきたいと思います。今後とも応援の程よろしくお願い致します。  

 学習合宿学習合宿学習合宿学習合宿    ７７７７月月月月２５２５２５２５日日日日～～～～３１３１３１３１日日日日 

 

 7月31日（金）6泊7日の学習合宿を無事終えることができました。帰路は濃霧によりフェリー到着が2

時間も遅れてしまい、保護者の方々にはご心配とご迷惑をおかけしました。この合宿がどのようなものであっ

たかは、それぞれのお子様に直接聞いていただくか、日々の「学習合宿しおり」コメントを読んでください。

日にちが経過するにつれて、徐々にコメントの内容が向上していることがおわかりになるはずです。さてここ

では最終日に閉講式で発表してくれた這越守人君（３－４）の言葉（抜粋）を紹介します。 

 

「私はこの合宿を迎えるにあたり大きな不安があった。早速1日目にルールを破り、指導を受けた。その指導

の最中も、なぜ指導されるのかと不満を抱いていた。その後冷静に考えてみると、不満を抱くこと自体に、中

途半端な気持ちで参加した自分の甘さがあることがわかった。行動を変えるために朝早くからの自学に取り組

むことを決意した。次第に難問に当たったときすぐに諦めることがなくなっていった。自分の意志で決めたこ

とは中途半端にはできない、最後までやり遂げるのだという覚悟を持つことができた。本当にこの合宿に来て

よかった。この環境を与えてくれた両親をはじめ、すべての方に感謝したい。そして五島に戻ってからのこ

と。学習への取り組みができるのか、合宿当初と同じような不安はあるが、この経験をした自分なら乗り越え

られると思う。また合宿に来ていない人達を、参加した私達が引っ張り、学年全員の目標が達成できるように

する。」 

 

身体的な成長は見た目に表れるが、心の成長は彼のように言葉で表れる。きっと参加した全員が、何かしら

の自信をつかみ取りプラスの言葉を紡ぎ出して学力をつけ目標を達成してくれるであろう。勝負はこれから

だ。我々も学年生徒全員の進路が決まるまで、「Passion」を持ち続けていきたい。「今しかない！ここしか

ない。じぶんしかない。」の気持ちを胸に。 



  

 
   ９９９９月月月月１３１３１３１３日日日日（（（（日日日日））））はははは五高祭五高祭五高祭五高祭がありますがありますがありますがあります！！！！                      

 

今年度の五高祭は９月１３日（日）に開催されます。今回のテーマ『３６０°』には、「自分自身を３６

０°という角度から見て、眠っている可能性を発見し、光り輝く未来へ向かって希望を持って生きて欲し

い」という想いが込められています。五高生、そして来場される多くの皆さんが未来に希望を持てるような

五高祭にしていきたいと考えています。 

実行委員は、各部門・専門部という組織で企画・準備を進めてきま

した。また、文化部や各学級も本番に向けて、全力で準備に取り組ん

できました。校内全体での展示、メインアリーナ会場・メモリアル

ホール会場でのステージ発表、屋外特設ステージでの実行委員企画、

食物バザー・飲料バザー等、盛りだくさんの内容です。当日は、多く

の方々の来場を心よりお待ちしております。 

  

   ９９９９月月月月６６６６日日日日（（（（日日日日））））はははは第第第第６４６４６４６４回体育祭回体育祭回体育祭回体育祭がありますがありますがありますがあります！！！！     

 

   
平成２７年９月６日（日）、第６４回五島高校体育祭が本校第２グラウンドにおいて開催されます。 

今年の体育祭テーマは「「「「華羅奮流華羅奮流華羅奮流華羅奮流（（（（カラフルカラフルカラフルカラフル）」）」）」）」～１人１人の個性を活かして～です。 

３年生の実行委員や各団役員を中心として「生徒が創り上げる体育祭」をめざし準備を進めています。 

この体育祭を通じてすべての生徒がより強くたくましく成長することを期待しています。 

本年度の団割りは下記の通りです。 

 

  赤団 黄団 青団 

３年 １・３・６組 ２・４組 ５・７組 

２年 ２・４組 ５・７組 １・３・６組 

１年 ３・５組 １・６・７組 ２・４組 

 平和学習平和学習平和学習平和学習    ８８８８月月月月９９９９日日日日                        

８月９日の平和学習では、野坂昭如さん作の「ウミガメと少年」を女優の吉永小百合さんが朗読したもの

を、全校生徒で聞きました。その後、長崎平和宣言を読み、「五高平和宣言」を朗読しました。 

「平和」という言葉の定義は難しいですが、平和は最初から私たちに用意されたものではないことを、私

たちは再認識する必要があると思います。平和な世界を実現できるかどうかは私たち人間次第ですし、平和

な毎日を継続していくことも私たちの使命だと思います。 

 長崎に生きる者にとって、８月９日が「平和」について考えるきっかけになってもらいたいという気持ち

で、今年度も平和学習を実施しました。 

No.4 

        バザーのバザーのバザーのバザーの案内案内案内案内        

                                

今年も体育祭・五高祭でバザーを実施します！ 

 

・体育祭（９月６日）飲料バザーのみ 

会場で冷たいドリンクを１本１２０円で販売します！ 

 

・五高祭（９月１３日）バザーのお知らせ   

○リサイクル品バザー 10:00～13:30 多目的教室２Ａ・２Ｂ 

○飲料バザー 10:30～13:30 洋の広場 冷たいドリンク １本１２０円で販売します！ 

○食物バザー 11:00～13:30 セミナーハウス うどん・カレーを販売します！ 

今年度の五高祭マスコットキャラクター⇒ 

ごこいた ごこい 


